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品

3 

議
長
に
鈴
木
一

雄
氏
、

話リ

d器量皆

謹3Z

係母持

霊童Z

一
口
誌
に
掛
川
正
治
氏

平
成

3
年
摺

4
関
市
畿
会
建
部
愈
が
世
間
叩
白
か
ら
M
M
臼
該
で
の
旬
日
間
の
金
期
で
開
鵠
怒
れ
、
露

頭
、
大
井
市
長
ガ
罷
醸
侶
援
護
事
議
怠
ど
刊
踊
自
の
市
政
一
般
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
合
目
は
、
そ
む
内

容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。
ま
芝
、
議
案
は
、
ス
ポ

i
ツ
援
興
基
金
量
m
m
の
制
定
や
社
会
撞
社
蕗
設
整

備
謀
議
東
側
の
一
部
改
正
な
ど
お
議
案
ガ
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
疋
。
な
お
、
初
日
立
は
、

正
部
鱗
畏
の
技
選
か
行
ね
校
、
新
磯
…
設
立
鈴
木
一
一
雄
氏
(
部
織
)
、
盤
機
農
応
部
川
正
措
民
〈
持
競
)
ガ
選
出

盟

際

災

流

接

選

懇

談

会

を

設

置

かけがわまさはる

掛)11正治氏

「
国
際
交
流
等
推
進
検
討
委
員

会
」
で
、
国
捺
化
推
進
基
本
方
針

{
梁
)
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
、
市

すずきいちお

鈴木一雄氏

撤
描
一
の
器
本
方
針
を
確
立
し
、
卒

業
の
具
体
佑
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
都
市
出
向
交
流
卒
業
も
こ

れ
ら
の
組
織
に
お
い
て
基
本
方
針

J Z正:グ

導入されたコンピ￥吐タを 、子J

軒濁して捺染者k うける生徒\γ^~
たち(湖北合中で)

し、

貨

物

線

諒

地

基
本
設
計
の
策
定

貨
物
線
跡
地
へ
の
施
設
建
設

は
、
市
議
会
特
別
刷
委
員
会
と
の
協

い

つ

い

今
年
度
中
に
諸
手
予
定
で
す
。

ま
た
、
地
設
の
名
稔
は
釜
本
設

計
終
了
後
、
公
募
に
よ
り
決
定
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

布
佐
駅
癌
上
駅

工
事
本
格
的
に

伯
棚
橋
の
階
段
競
け
換
え
ヱ
事
等
が

行
わ
れ
、

U
R
8
8
か
ら
仮
駅
舎

掛
税
条
例
の
一
部
改
正
軽
臨
動

車
税
の
賦
訟
の
適
正
化
及
び
事
務

効
率
化
を
図
る
た
め

圃
農
地
課
税
審
蟻
会
条
例
の
一
部

肱
正
地
方
税
法
の
改
正
に
よ

nJ 
姻
財
臓
の
無
償
嬢
獲

を
無
償
輔
制
捜
す
る
た
め

圃
特
別
識
の
職
員
で
非
常
勤
の
も

の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
定
特
別
職
の

の
業
務
が
閉
f
k
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
、
本
格
的
な
橋
上
駅
舎
建

設
に
入
り
、
平
成
5
年
4
月
め
供

用
協
始
に
向
け
、

。

鎌

一

福

社

通
所
作
業
所
を
建
設

精
神
薄
弱
者
、
身
体
滋
害
者
で

蕊
業
が
困
難
な
方
に
対
し
、
作
業

指
導
、
生
活
指
導
を
行
い
、
懸
答
者

4
帯
地
の
市
有
地
3
0

い
川
と
隣
接
す
る
大
蔵
省
所
有
地
1

1
2
8平
方
幻
を
買
収
し
、

4
1

3
0平
方
灯
を
予
定
。
平
成
4
年

度
緯
設
へ
向
け
作
業
を
進
め
て
い

在

科

診

来
年
度
か
ら
実
施

来
年
度
か
ら
築
総
予
定
め
在
宅

歯
科
診
療
卒
業
の
亭
蔀
誤
査
と
し

て
、
市
内
の
寝
た
き
り
の
方
科
人

を
対
象
は
、
開
き
取
り
で
ア
ン
ケそ

谷
を
も
と
に
漁
科
罷
絡
会
等
と
協

議
す
る
な
ど
笑
絡
に
向
け
て
作
業

職
m
A
で
非
常
勤
の
も
の
の
旅
資
を

改
定
す
る
も
の

圃
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
諒
す

る
条
例
の
一
部
改
正
人
事
院
勧

告
及
び
経
済
情
勢
を
勘
案
し
改
定

す
る
も
の

醐
常
勤
の
特
錦
織
の
総
員
の
給
与

等
に
関
す
る
糸
川
間
の
一
部
改
正

常
勤
的
特
別
織
の
磯
良
の
鰐
米
乎

申
請
で
の
準
会
改
定
す
る
も
の

-Z
織
員
の
報
醗
等
に
開
削
す
る
条
例

の
一
部
改
正
議
長
の
期
末
手
当

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

転

作

自

祭

詣

積

を

遠

或

レけ
ま
し
た
。
日
月
白
日
現
准
、

笑
地
面
制
1
8
7
ヘ
タ
タ
;
ル
を

確
保
し
、
達
成
準
1
0
2
パ

i
セ

ン
ト
と
白
椋
副
総
を
達
成
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
α

し

し

2
中
学
校
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
導
入

中
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ

i
タ
導

入
は
、
時
川
和
十
皮
の

糸川、

コ
ン
ビ

i
タ
そ
導
入
し
中
立
し
た
。
一
平
成
4

年
度
に
は
、
残
る

2
校
へ
の
導
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

我
掠
子
駅
前
及
び

北
口
土
地
一
単
一
昭
整
理

2
6
0…仰

が
移
転
。
移
級
車
及
び
間
以
換
地
指

定
車
が
と
も
に
約
m
m
%
、
使
用
収

てす
る
も
の

圃
職
員
の
旅
費
に
問
附
す
る
条
例
の

一
部
改
正
一
綾
殺
の
戦
貝
及
び

常
勤
の
特
別
械
の
批
判
長
め
旅
貨
を

政
指
す
る
る
の

幽
晴
樹
厳
の
取
得

庁
舎
と
し
て
取
得
す
る
6

た
め

働
社
会
福
祉
施
設
整
鍛
基
金
条
例

の
一
部
改
正
社
会
福
祉
施
設
の

盤
備
の
ほ
か
揺
栓
卒
業
の
活
性
佑

益
同
開
始
前
中
は
約
印
%
で
す

Q

北
口
は
、
移
転
対
象
一
戸
数
1
2

9
一
戸
に
対
し
、
白
戸
が
移
転
。
移
転

車
約
η
%
、
低
投
地
指
定
率
約

部
%
、
館
用
収
続
開
始
山
中
約
お
%

新

木

駅

高

関

土

地

区

画

整

理

組
合
設
立
認
可
後
、
地
桜
前
氏
憐

悦
潟
地
約
3
・
6
ヘ
ク
タ

i
ん
の

ヘ
ク
タ
ー
ル

化
財
制
査
限
域
の
内
、
約
2
・
2
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
説
査
を
完
了
。
本
年

度
は
、
調
査
完
了
地
区
を
含
む
約

時
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
畿
地
工
い
や
を
硲

、
L
V
 

の
編
入
は
、

り
、
本
年
度
中
に
卒
業

計
画
の
変
更
を
行
い
ま

す。設と
蝶し
イnnて
にも
袈干
す苧
る公
用議
地脇市

に
も
資
す
る
も
の

働
工
事
競
灸
契
約
の
締
結
(
仮

称
)
市
営
住
宅
小
暮
密
地
建
設
工

事
(
本
体
工
事
)
第
2
揺
工
事
の
諦

品
川
契
約
を
締
結
す
る
た
め

極
ス
ポ
ー
ツ
緩
構
築
会
条
部
の
制

定

ツ

及 会

び思

対 被

日
号
、

の
鮮
側
慨
は
よ
る
被
害
状
況
を
滋
盗

集
計
し
た
特
来
、
床
上
浸
水
弘
件
、

床
下
校
水
間
件
、
被
災
世
間
市
1
1

3
件
、
被
災
品
引
数
3
5
2
入
、
道
路

冠
水
8
か
所
、
が
け
紛
れ
泣
か
併

の
被
害
を
確
認
し
地
仇
し
た
。

こ
れ
ま
で
、

7
0
0
0万
円
め

子
杯
掛
川
似
合
行
い
、
復
川
山
対
策
に

あ
た
っ
て
谷
ま
し
た
。

今
後
、
被
告
地
の
市
民
や
自
治

会
の
皆
川
仰
と
態
議
協
議
を
も
ち
な

が
ら
、
被
害
製
臨
め
よ
り
一
滋
の

把
握
に
努
め
、
今
後
め

に
充
分
反
映
さ
せ
て
い

新木駅南部土地亙寵整理事業での整地工

事現場

明
氏
の
辞
任
心
得
い
、

氏
を
選
ι比
す
る
も
の

市
み
ず
だ

ds
い
ち

増
田
義
一
致
昭
和
3
年
4
月

9
日
生
、
住
所
は
や
出
一
一
花

hu
ら
と
し
し
ん
お

村
越
新
努
託
大
正
6
年
2
月

布
佐
2
2
4
8

て
咋
市
民
め
ス
ポ

i
ツ
の
振
興
に

寄
与
す
る
た
め

園
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

村
宏
氏
を
再
を
す
る
も
の

のーな

お

、

こ

の

や

資
沼
浄
北
一
中
議
特
料
相
会
計
、
水
道
ー
一

事
業
会
計
な
ど
平
成
3
年
震
補
正
一

予
算
5
件
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一

四
}
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

中

女十反対会色用械イ史平31之のtι 2志会公下
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柏
税
務
署
で
受
ぴ
付
ぴ
中
之

柁
税
務
轄
で
は
、
選
借
申
告
の
出
来
け
信
け
が
は
じ
絞
ら
打

て
い
ま
す
。
昨
一
時
中
に
マ
イ
ホ
ー
ム
を
取
欄
憎
し
怒
り
、
都
額
の

臨
瞬
間
を
支
払
つ
恕
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
議
併
出
削
叩
錯
は

よ
り
源
県
撤
収
ち
れ
恕
所
得
税
が
も
ど
り
ま
す
。
確
定
期
借

期
間
〈

2
月
げ
臼
か
ら

3
悶
刊
日
〉
は
、
愈
揚
が
大
密
瀧
雑
レ

設
す
の
で
、
灘
伺
申
鯨
は
部
盟
十
め
応
部
願
い
レ
一
訴
す
。

相
税
務
繍
仰
い
〈
絹
〉

2
3
2
1

藤野轟轟轟轟議瀦舗警欝調曜護軍

し
、
繍
泉
徴
収
税
制
酬
が
滞
納
と
な

っ

~. 湯

ミ

.:r!おユ

塁呈

さき

信j

震

が

見

手

φ
年
の
中
述
で
退
職
し
、

搬
を
使
け
ず
、
そ
の
後
そ
の
都
中

に
仙
の
所
得
が
な
い
場
合

∞
一
定
額
以
上
の
医
蝦
焚
を
支
払

っ
た
場
合

φ
配
当
所
得
{
分
離
艶
税
を
撒
く
)

に
よ
り
配
当
按
除
を
受
け
る
場
合

④
災
害
、
議
難
ま
た
は
横
領
に
よ

り
住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
た

場
合

⑤
特
定
寄
付
金
が
あ
る
場
合

⑤
一
定
の
要
件
を
備
え
た
「
居
住

用
の
家
屋
」
を
取
得
し
た
場
合

⑦
給
与
所
得
控
除
額
を
超
え
る

「
一
定
の
要
件
を
備
え
た
特
定
支

出
」
が
あ
る
場
合

改

正

れ

さ

ま

し

(哲也)蜜喪患55L
下水道工事のため 2月から 7月まで‘

:l{ス
納
税
者
や
生
計
を
ひ
と
つ
に
す

る
配
用
問
者
、
そ
の
抽
出
の
親
族
が
油
精

気
や
ケ
ガ
な
ど
に
よ
っ
て
塁
療
費

を
支
払
っ
た
と
き
は
、
一
定
の
要

件
の
も
と
産
療
費
控
捺
(
所
得
控

除
)
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
監

癒
郡
片
控
捺
の
申
告
を
す
る
場
合
に

た

公
務
長
め
方
に
つ

い
て
は
、
勤
務
先
へ
中
瀦
し
て
く

だ
さ
い
。

V
支
給
月
額

第821きま

た

だ

し

、

特

科

給

付

に

は
、
所
得
制
限
等
は
よ
る
支
給
制
制

限
が
あ
り
ま
す
。

0
1子
g
・
2
子

悶

M

・・・
6
0
0
0
円

{
特
例
給
付
}

し
な
い
た
め
、

ら
れ
な
い
被
…

に
加
入
し
て
い
る
人
)

特
例
給
付
所
得
制
限
未
満
の
方
に

支
給
さ
れ
る
手
当
。
支
給
制
は
児

旗
手
当
と
問
じ
で
寸
。

V
問
い
合
わ
せ
児
蹴
保
育
課
児

精
一
家
鹿
係

務長文 6.1手

lfl以降

3後五転機

V児童手当制度の縫渇摺譲

め
、
府
閣
の
と
お
り

聞
の
パ

一
部
殺
斑
と
な
り

し

は
、
支
払
っ
た
毘
痕
費
の
領
収
警

の
提
示
ま
た
は
添
付
が
必
嬰
と
な

り
ま
す
。

「
支
払
っ
た
医
療
費
」
と
は
、
申

告
す
る
年
分
の
診
探
費
、
薬
品
代
、

入
続
安
な
ど
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

な
お
、
銀
検
会
等
で
甑
叫
却
費
が

補
て
ん
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
そ

[g~lli1~Êl 
不賠訴には11人の審査の毘

じですかた
こ
と
{
不
起
訴
処
分
)
の
よ
し

あ
し
を
務
控
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

審
査
は
犯
罪
め
被
害
日
い
あ
っ

た
人
や
犯
罪
を
告
訴
・
告
発
し

そ健
主ヨゅ合バ
願 33ス
い i:!‘;tu

け摘
しの
ま皆
島六~ ..~ 
iJ';メL

-，:t 

一「

の
金
額
が
わ
か
る
番
類
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

関倍
副曹
関謡l

[@~ 

2
月
口
臼
市
民
会
闘
で
出
掘
品
目
付

金
融
機
関
等
か
ら
の
借
入
金
で

た
人
か
ら
検
癖
官
の
一
小
控
訴
処

分
を
不
服
と
し
て
、
検
察
審
議

っ
た
と
与
に

簿
に
器
づ
い
て
侠
補
者
を
潜
ぴ
、

検
察
審
議
会
事
務
局
長
が
決
め

ま
す
。
任
期
は
6
か
月
で
す
。

詳
し
く
は
松
戸
検
撰
審
査
会

宮

0
4
7
3
(臼
)
5
1
4
1
へ

務、V か V
保問ら t密
交まい 7 東
詰会月期
〉わ 31問
1 辺・ 8
'1 ..::;;:: 2 
1 下&月
1 オぇ 1 

まヨ

1 r 
こ二=:J(新)パス路線f我渓子叙~三券関滋線J

Z三ヨ心部パス路線「我芸菜子絞~三弁団主義線J

{あき iこれ主主木通り緩怠)

領選356号緩

8休止停留所

。変更停留所

?
イ
ホ

i
ム
を
建
て
た
り
、
務
入

し
た
場
合
、
一
定
め
要
件
に
あ
て

は
ま
る
と
き
は
、
住
宅
取
得
等
特

別
控
捺
が
受
げ
ら
れ
ま
す
令

な
お
、
柏
税
務
署
で
は
確
定
治

血
問
時
識
の
提
雑
緩
和
め
た
め
、
住

弔
取
得
等
特
別
控
除
の
還
付
申
告

の
出
閥
抗
受
付
を
行
い
ま
す
め
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
同
町
四
付
日
持

2
月

u
m

国

の
教

「
岡
崎
甘
ベ
ン
ι七
が
か
き

問
い
合
わ
せ
惣
〈
幻
〉

1
ド・

3
1

明
『
瀦
蹄
山
部
耕
…
氏
(
閤
立
久

箆
棋
病
院
第
三
精
神
科
盟
長
)

V
膿
京
コ
ー
ナ
ー
串
ア
ル
コ
ー

ル
・
ど
体
*
自
で
み
る
お
酒
*
お
溜

の
常
識
ク
イ
ズ
牢
ア
ル
コ
ー
ル
パ

ッ
チ
テ
ス
ト
ほ
か

※
止
一
一
臼
は
相
談
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
の
で
お
気
較
に
ご
相
競
を
。

ω2 第
刊
は
毘
戸
ル
コ
ー

ル

問

題

講

演

会

*
I
l
l
i
-
-

ア
ル
コ

i
ル
故
存
症
は
、
材
対
い

閥
、
大
最
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん

で
い
る
人
に
発
病
し
、
治
療
し
な

け
れ
ば
だ
ん
だ
ん
悪
化
し
て
、
髄

康
を
設
な
い
ま
す
。
そ
し
て
、
家
族

や
仕
事
も
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
く
、
生
舎
を
落
と
す
こ
と
に
も

な
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。

最
近
、
若
い
人
や
女
性
、
そ
し
て

定
年
退
職
後
め
人
た
ち
に
ア
ル
コ

i
ル
依
存
症
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
こ
の
病
気
の
基
礎
知

識
を
学
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
都

議
会
を
問
問
嬉
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
o

v
a時
内
，
，
向
月
1
日
(
土
)
午
後
1

件
付
か
ら

4
時
(
参
加
無
料
)

V
場
所

今=

務
齢
者
の
ア
ル
コ

i

i
あ
な
た
の
飲
み
方

V
テ
i
マ口

融
資
額
誌

1
5
5
万
円
以
内

な
資
金

制
批
等
工

ー
ン
」
を
取
扱
っ
て
い

用
く
だ
さ
い
。

V
対
象
次
の
学
校
に
入
学
・
在

学
さ
れ
る
方
め
保
護
者
・
・
・
高
校
、

高
等
専
門
学
校
、
短
大
、
大
学
、
大

学
院
、
専
修
学
校
、
予
備
投
(
許
可

さ
れ
た
も
の
)
、
盲
学
校
・
養
護
学

V
数
資
額

5
0万
円
以
内

に
つ
い
て
は
部
万
円
以
内
)

V
翠
済
期
鰐

5
年
以
内
…

は
6
年
以
内
)

・
9
%
(平
成
3
年

V
制
村
山
部

日
開
刀
現
在
)

V
掠
謹
期
間
同
在
学
期
間
以
内
で

元
金
の
据
え
m

泣
き
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
最
長
4a
年。

V
問
い
合
わ
せ
題
提
金
融
公
趨

松
戸
時
以

0
4
7
3
(釘
)
1
1
9
1

健
診
(
成
人
病
、
乳
ガ
ん
、

子
宮
ガ
ん
)
は
旬
月
で
終
了

*
l
i
l
l
 

医
療
機
関
で
畏
施
し
て
い
た
健

診
(
成
人
摘
、
乳
が
ん
、
子
宮
が
ん
)

は
は
月
で
終
了
し
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
年
に

1
度
は
髄
訟
を
受
け

ま
し
ょ
う
。
な
お
、

4
月
か
ら
新
た

に
各
職
鑓
斡
が
始
ま
り
ま
す
。
内

容
は

3
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

郵
執
省
で
は
、

1
阿
川
か
ら

2
月
中
ぷ
で
グ
簡
易
保
険
新
加

入
避
勧
8

を
撚
施
中
で
す
。

簡
易
保
険
は
生
命
保
険
、

ン

中動混入
4
H
M
 

新険保恒
例簡

を

過

じ

て

学

校

、

道

路

の
諮
設
等
、
地
域
社
会
の
発

展
と
強
民
嬬
祉
の
向
上
に
役

立
て
ら
れ
て
い
ま
す
む

こ
の
連
動
期
間
中
に
ラ
イ

フ
プ
ラ
ン
を
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
(
我
孫
子
郵
便
局
)



鍔821号

ー
販
路
縄
を
勧
誘
す
れ
ば
の
む
パ

i
tン
ト
の
マ

imJン
が
も

ん
ま
す
」
と
誘
わ
れ
疋
こ
と
は
お
り
ま
せ
ん
か
。
制
縮
機
替
の
山
山

理
凝
っ
い
芝
悪
銭
締
法
は
織
を
純
定
ず
、
接
々
は
ト
ラ
ブ
ル
や
按

蓄
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
舎
鰐
は
ト
ラ
ブ
ル
を
宋
黙
は

防
立
し
て
い
結
だ
く
だ
め
、
県
相
舘
模
本
部
生
活
経
済
課
へ
の
棉
駿

縄
民
生
活
課
発
ほ
の
「
ゆ
対
か
な
消
費
者
」
よ
り
紹
介

pjJ. 6号 一一、=1. 16 

「
強
制
抑
さ
れ
る
と
は
怒
っ
て
い

な
か
っ
た
の
で
、
本
当
は
う
れ
し

か
っ
た
で
す
ね
。
識
界
と
し
て
も

名
骨
な
こ
と
で
す
し
、
若
い
人
た

ち
の
励
み
に
も
な
り
ま
ナ
」
と
受

賞
め
事
ぴ
を
時
る
。

こ
の
表
絡
は
、
娘
内
で
働
く
技

能
者
の
う
ち
、
倒
れ
た
技
能
で
難

問
仲
の
鱗
1
入
者
と
い
わ
れ
、
巌
織

の
発
躍
に
努
力
し
た
入
に
贈
ら
れ

る
も
の
。
そ
の
灘
考
議
機
は
離
し

く
、
小
野
さ
ん
が
市
内
で
4
人
目
。

東
京
都
台
東
慌
の
屋
根
ふ
さ
議

の
家
に
生
ま
れ
、
し
昭
和
初
年
瀦
投

与
識
と
同
時
に
本
絡
的
は
灘
椴
ふ

さ
に
従
事
。
以
来
、
盤
機
と
瓦
に
携

h
u
n
ソ
給
与
ミ
父
親
に
ス
パ
ル
タ
式

で
仕
込
ま
れ
た
」
と
い
う
小
野
さ

暢
畳

仕

入
会
金
8

万
1
0
0
0
向
を
納
め
て
mw
万
円

分
の
酪
口
問
を
鱗
入
レ
、
商
品
誠
亮

町
民
を
増
や
し
あ
る
器
撤
に
達
す
れ

ば
、
政
指
利
鵡
が
最
高
1
0
0
0

万
丹
入
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

会
長
は
な
る
よ
う
勧
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
ん
な
う
ま
い
も
う

け
話
を
信
じ
て
も
危
な
く
な
い
で

し
ょ
う
か
。

二
事
例
2

一

一
包
歳
の
女
性
一

友
人
か
ら
「
も
う
か
る
か
ら
蹴

売
員
と
し
て
勤
め
な
い
か
」
と
鵠

わ
れ
説
明
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
「
商

品
の
や
問
問
中

i
ジ
ン
を
な
く
し
て

(3)叩 2.

ん
初
日
台
、
一
文
字
一
九
甘
さ
場
け

る
曲
尺
使
い
と
神
社
・
仏
閣
干
潟

破
風
の
盤
根
瓦
翠
に
お
け
る
投
機

は
抜
群
で
、
他
の
議
離
を
許
さ
な

い
と
評
髄
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
総
年
か
ら
は
燥
の
技
能
検

姥
捺
潟
、
間
内
部
年
か
ら
は
(
社
)
全

日
本
瓦
工
事
業
連
盟
の
投
純
グ
ラ

灘犠ふさ技能で平成 3年度

集の名こじとして表彰された

‘‘， 
j
q
 

家
庭
児

童
相
談
室
だ
よ
り

V
拐
談
日
月
か
ら
金
曜
日
〈
午
諮
問
時
j
午
後
4
時〉

mu
〈日〉

1
1
1
1
内
線
3
5
2

高
校
生
の
欽
一
織
が
増

、
ぇ
、
問
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

飲
む
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か

け
は
、
の
グ
お
前
も
一
杯

ロ
グ
版
究
会
や
ろ
う
。

入
会
金

(
8
0
0
0
内
)
を
出
し
窓

口
問
(
印
万
円
分
)
の
申
し
込
み
そ
や

り
、
紙
兜
民
仲
間
を
増
や
し
て
、
…

窓
の
版
兜
悶
H

を
確
保
す
札
ぱ
人
数

や
築
綴
に
応
じ
た
一
γ
iジ
ン
が
も

ら
え
る
」
と
い
う
も
の
で
し
た
。

入
会
し
て
み
る
と
M
人
以
上
め

級
拘
貝
を
確
保
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に

部
万
円
の
商
品
を
只
わ
せ
な
け
れ

ば
、
マ
ー
ジ
ン
は
も
ら
え
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
託

販
縄
民
の
鈴
誘
は
で
き
ま
せ
ん
し
、

ど
う
だ
8

と
い
う
家
族
の
軽
い
誘

い
が
、
一
容
多
い
よ
う
で
す
。
筑
間
桝

で
の
飲
摺
の
機
会
が
多
い
こ
の
陣

織

は

、

特

に

気

を

い

も

の

ネ

ズ

い

か

と

患

い

解

約
し
た
い
の
で
す
が
。

一一i
(
企

松
級
事
例
の
よ
う
に
商
品
令
銀

流
し
な
が
ら
、
新
た
な
A

抑
制
民
会
勧

鵠
す
る
と
高
い
リ
ベ

i
ト
が
得
ら

れ
る
な
ど
と
秘
し
て
、
連
鎖
的
に

会
長
を
増
や
す
商
法
を
「
?
ル
チ

い
)
商
法
」
と
叩
け
ん
で
い
ま

す。
新
会
民
(
絞
流
民
)
の
獲
得
に
は

誤
皮
が
あ
り
、
「
新
会
員
を
M
人
以

上
綴
競
い
な
ど
と
ノ
ル
サ
を
線
せ

ら
れ
て
は
、
普
通
の
勧
誘
活
動
で

は
集
ま
ら
ず
、
友
人
、
知
人
を
績
っ

て
勧
誘
す
る
よ
、
つ
は
な
り
ま
す
。

で
す
。相

級
議
で
は
、
子
ど
も
の
こ

と
で
悩
ん
で
い
る
方
め
相
談
に

志
じ
て
い
す
。
お
気
軽
に
ご

ぃ
。
秘
密
戯
守
。

そ
の
結
来
、
人
間
関
係
が
機
札
て

し
ま
い
、
い
ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル

が
発
生
し
て
い
る
と
の
相
談
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
た
、
潔
い
受
け
た
蹴
問
問
は
売

れ
ず
、
常
食
だ
け
が
鶴
る
と
い
っ

た
ケ

l
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

こ
の
間
訟
は
、
「
ネ
ズ
ミ
講
式
販

路
」
と
も
い
わ
れ
「
ネ
ズ
ミ
斡
」
と

似
て
い
ま
す
が
、
紡
間
服
売
法
そ

の
他
の
法
令
む
漉
氏
し
な
い
限
り

は
、
合
法
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
販
売
方
法
な
ど
は
よ

っ
て
は
、
訪
問
販
持
法
な
ど
は
触

れ
る
恐
れ
が
光
分
あ
り
ま
す
。

う
ま
い
も
う
け
話
に
は
、

十
月
半
ば
に
、
と
あ
る
人
家
の

前
を
通
る
と
、
キ
ヅ
タ
が
部
一
様
に

絡
み
付
冬
、
花
を
つ
け
て
い
る
の

に
潟
会
っ
た
。

キ
ヅ
タ
は
常
総
の
つ
る
殺
の
木

で
、
客
一
か
ら
沢
山
の
筑
棋
を
出
し

て
岩
や
樹
木
に
は
い
登
る
。

示
品
い
と
い
、
っ
名
辻
、
ブ
ト
ウ

科
め
ツ
タ
に
弘
て
い
て
、
水
質
の

度
合
い
が
よ
り
強
い
と
こ
ろ
か
ら

い、っ。

1月26員は

文化財訪火デー

昭和24年 i月26器は法蓮

寺金裁が焼失したaです。

大切な文化遺産をみんな

;で火災から守りましょう。

は
経
験
で
覚
え
る
も
の
…

ン
ヅ
リ
震
と
し
て
後
継
者
の
か
か
る
と
い
わ
れ
た
銀
瑳
を
予
…

指
導
・
背
成
に
カ
を
総
い
で
い
る
。
怒
よ
り
瓶
期
間
で
終
わ
ら
せ
る

こ
れ
ま
?
で
印
象
的
な
出
来
事
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
ね
」

は
、
紹
和
的
年
の
千
葉
集
双
方
沖
と
当
時
を
援
り
退
る
。

地
鍛
後
。
「
あ
の
時
は
、
県
瓦
工
務
「
現
在
は
技
術
が
滋
歩
し
て
、

組
合
連
合
会
の
投
員
と
し
て
、
東

J
I
S鋭
絡
め
一
定
し
た
焼
瓦

S
本
各
地
か
ら
z
m
2
0
0
人
泣
が
で
栓
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

の
職
人
さ
ん
そ
磁
気
し
、

4
年
は
が
、
油
田
の
瓦
は
粘
土
の
紫
心
よ

ん
'
り
焼
き
絡
み
が
で
て
し
ま
い
、

ム

ド

そ

れ

を

縄

経

し

な

が

ら

瓦

を

ふ

ひ
回
開
叩
い
て
い
く
の
が
大
変
で
し
た
。

-

E

幽
り
議
機
沌
ふ
さ
の
仕
率
は
、
長
い

一日刊

U
ほ
経
験
で
党
、
え
て
い
く
し
か
な
い

p
f

パ
で
す
ね
」
と
職
人
の
顔
を
の
ぞ

の
臨
民

f
か
せ
た
。

仕
都
令
離
れ
る
と
ロ
!
タ
リ

プ
ン
と
し
て
、
地
域
の
社
会
活

動
に
賞
獄
し
て
い
持
議
。

第

M
田
オ
リ
エ
ふ
テ
3
リ
ふ
ヴ
大
会

時・
:
2
月
2
日
(
自
〉
午
前
8
時
日
分
か
ら
〈
照
天
中
止
〉

コ
i
ス
i
市
民
体
育
館
周
辺
〈
参
加
費
無
料
〉

戦
」
を
テ

i
サ
に
、
新
春
憧
鰐
の
オ

リ
エ
ン
テ

i
リ
ン
グ
大
会
念
行
い

ま
す
。上

位
入
賞
チ

i
ム
に
は
、
賞
状

お
よ
が
〆
ダ
ル
を
用
意
し
て
あ
り

日

青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
で

は
、
「
歩
い
て
探
し
て
タ
イ
ム
に
挑

』
F

寒
さ
に
負
け
る
な

友
だ
ち
間
同
士
、
親
子
で
務
却
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

V
募
集
チ

i
ム
数

燦
)

V
チ
i
ム
構
成

区dn 
V
区
分

mw
組
(
先
溜

3
i
s名
で
l

ジ
ュ
ニ
ア
の
部
:
・
参
加

者
の
半
数
以
上
が
小
学
4
年
生
以

下
シ
ニ
ア
の
鰐
:
参
加
者
の
半

数
以
上
が
小
学
5
年
生
以
上
フ

ァ
ミ
リ
i
の
部
:
・
そ
れ
以
外
的
方

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ガ
キ
に
参
部
者
金
災
{
チ
i
ム
の

代
表
者
は

O
印
)
の
住
所
、
氏
名
、

電
諮
怒
号
、
学
年
、
子
ど
も
会
等
の

酪
体
民
所
属
し
て
い
る
議
会
は
団

体
名
を
照
明
記
し
、
戦
綿
子
1
6
8

4
教
育
議
関
川
会
社
会
教
育
課
内
管

h
y
年
相
鱗
災
犠
務
烏
宮
(
部
)
1
1

5
1
へ

ンサート中島啓詑
っ
た
キ
ヅ
タ

g ~ 申日時 3月g日(日〉午後 4時30分

場所:市民会舘(開場午後日寺)

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
管
胤
間
接
組
、

ド
ラ
?
な
ど
で
、
そ
の
歓
声
と
ユ

{うこぎ科)

可
な
り
の
太
ち
の
も
の
が

あ
る
。キ

ヅ
タ
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と
も
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い
、
識
は
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、

冬
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色
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襲
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こ
れ
に
対
し
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、
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科

の
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は
駄
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な
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と
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し
く

紅
縦
し
、
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が
て
落
葉
を
す
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キ
ヅ
タ
の
花
惑
は
秋
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療
で
、
小
枝
の
先
は
同
部
い
軸
を

出
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、
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か
a

ら
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に
柄
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色
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数
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。須翻純弘織〈湖北台〉から綴の纂

金にと3万円の容{寸ガありましだ。

臨艇援事諜(j) 。芝原1lfHラ会様から障害鯵得役oた

事議計画J 礎5震のi鍛え覧 i めにと2万F惑の轡{寸がありましだ。

》縦覧期間 守男218C火〉まで て?英会話サ…クルCOSMOS様
〈午前8時部分から午後5時〉 、から穏祉のだめはと375月の悪影借

砂縦覧する鑓慾我孫子都市計習 がありまし乏。

事幾中u宗土地盟関整理事業変箆悪事 。芳賀滋夫様〈白山〉から様祉のだ

幾奮すま題審と関部閣議 めiこと275内の慾惜がありました。

惨縦総場所・問い合わせ霊園襲 。第一生命労働組合議から祷祉の

理課まま〈邸〉竹竹内線555 ためにと5万持母樗位ガあり霊祭し

⑧ ⑧⑪⑧⑧ ZL-F時間的
。大持箆後〈柴崎〉から社会福祉皇室 福祉のだめにとおもちゃの寄贈ガ

錆麹轡ぱ金iこ100浩円、母体練察審 ありましだ。

福祉セシター猿繍霊祭密地金;こ801三 "我孫子市務毅職県ほか間忍者

向の替市がありました。 C代在土屋〉のヌうから箔祉おために

。ニッポー株式会社緩からあらさき と特方自の寄憎がありましだ。

題、ひまわり議等;こクソスマス用 。お閉小E愛子緩く濃花台〉からあら

問、 NSブーツ200f鴎の星雲鱒があり さ薗!ととコオルガンむ寄寄贈ガあり談

窓しだ。 しだ。

。パチシコフラミンゴ様〈つくし 〈フ時事井戸イ機〈柴輝〉からお6ぎ置

野〉からりまわり盤!となクリスマ はともちつ君主滋呉一式の寄絡があ

スプレゼント、の寄贈があり霊祭した。 りを賢し主主。

¥?W本シナ様〈天王台〉かをうさ在京援 。社会徳祉施遺愛護備纂金にと我孫

緩から遺志として易体欝警察議裕社 子市議ヱ会婦人部機からパザーの

センターにと肇婦さ子守台、四点受 奴益金3755304向、大切弘志・伸祭

持杖 1:本と10方向の寄市ガありさ愛 様〈白書き〉から?万丹、使友生命我

じ だ 。孫子支部様からT万5000向、レコ

¥?NTア務孫子営幾務緩から …ド容器5つぶる様〈湖北台〉からグ

r0471地底加入電話30万興破記 レンミラ-Ufくコシサート〈教湾

念J としてモクレンの寄伺があり 委員会主燦〉の売り之げの一部、 T

示した。〈簿殺場所…芸界貿沼公麹〉 万円、設摂子市舞踊連盟織から始

。大井怒げ様〈柴崎〉から建役作幾 万F号、宇ちを隣地臨まちづくり協議

第建設のためにと手をつなぐ親の 金様から布佐地区文信祭幾擬告で

会iこ10075円の容ぽガありまレ疋。 の収益金27ラ4160月の窓1ずがあり

て?我孫子クラウンドゴルフ需主芸会 霊祭し定。

織から緩め接金!こと575p;Jの筆書ぽ
ズアありましだ。

。小熊ハル綴〈溜~t;台〉から身体靖

害者福杖センターなとお手玉200
個の容鰭ガありましだ。

1992~"1 .強制務

i道大議;
TO-8持 守舟諮問〈日〉三時ぬ鰭構会

事炉滋所 市民体育露

が診加資格

者

炉謹盟小学技低学年、選挙年男

女、中学生努・女、道技生努・女〈ー

鍛女子も命的〉、大学・一般男子三

段、悶包段以上 (9種目〉

TO-参加費 300舟〈小・中学生100
円〉

診を与し込み・問い合わせ 重要接T

F引8自〈こと〉祭でに電話相住所、氏

名、年齢、役5.5U、段級を際感公(83)
0698ヘ。または T月号9巴くとヨ〉午前
恰鰭から歪午球でそ手滋沼プレハブ

道場でも受(j"母ぜきます。

lmbQ醸のつど
砂邑誇 守舟26臼〈白〉午前10時か

ら午後O時部分〈入場無料〉

砂場所天王台北近鱗センター

砂出演我孫子第主小学校克譲熔

炉問い合わせ 天:E台北文芸区まち

づくり協務会包括2)鉛88

一一、=11)-第821器

平成4まF:1開T日現在 *世帯鍛39，761岩手答
人口122.021人 男引.209人女部，812人

塁審格役所本庁 85-竹村 議事市民密怒鶴本館84-1110 瀦花台

⑧つくし野支所 84-8801 分館87-3055 干行使分室~89…1311
@ 湖北台支所 88…0828 移動翻望書館 87-0909
⑧理ゴじ支所 88…2111 選挙都市改滋事務所 85-1171
@布使交所 89-2358 傘身体陣容者援役センタ… 88時計約

命毅膏委員会 85一村部 @あらさ圏 88-4188
蓄量水 道 路 84-0111 警察つつじ渡部…0123
@潤 間 饗 84-0119 塁審生活潔綴線〈浄化搭)87ω2379
。少年センター 84-1900 (ゴミ)87…0015(し尿)88…2547
@傑鍵センター 87…代31 .布佐筒近隣センター 89-3740
署警市民会舘 84…33竹 塁率天窓台北近隣センター 82…9988
⑧とや9:::公民館 82…0515 ⑧根p近隣センター 83…5363
警警懸の1穆物館 85-2212 雪雲市民センター 寿83-7722 湖北

民体湾鰭 87一竹田 台88-9927 干行使89-1193
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汁
辻

暗・税務穏絞口市民相鼓祭句:00-15:∞(予約制〉Jl1金

翻
醐
轍
ペ
i

月

持労テイ方不自養成緩
炉問鰐 2F弓科目〈金〉午欝お鍔部

分から午後3時信分〈祭食{寸〉

P著書所 相市教育徳役会鶴2曜会

議室

ール内容 守臼手話入門教護く手話

をさ学口、併せてボラシティコフ活動

;こ必婆な基礎的知議等を習得〉

ル定震先着80名〈受講無料〉

炉E慢し込み・問い合わせ電話で

2月108(用〉までに策審鏡安庁宇土

議福祉課怨0473(61)2114

G3巴29El
l湾問花j霊平ンク十j伝l
b応募資格市内在住の万で花壇

づくりを援護幾としていない飽人ま

たは~律、花竣〈フラウ…ポッド・

の総笛積ガ5

訂以上のもの

歩対象花海 平成3年度中{こ市内

で作成されたもの

H怒募英語悶 T 開20巴~2 用20自

修部募方法・問い合わせ花濃の

状別ガわかるよう、 2か所!ぷよこか

ら撮影しだ零糞〈サ…ピス鞄以上〉

と花の穣類や状況の税関文を添え、

我孫子T部8市役所公霊祭繰増諜緑化

縫進路へ郵送さ安たは持参

|幼児j裁強保資者l
b募集人員若干名

炉実格幼稚鐙教謡、線的資搭者

炉問い合わせ濯北台幼児毅窓会

〈88)0185、夜間利般川!ままく87)2140

l:学意深湾護指導詞1
'募集クラブ名・問い合わせ溜

ゴヒ小学灘保湾たけのこクラブ8

(87)2474、様戸小学童保湾ひぎわ

りクラブまま(85)1295

|平成持麟費者モニヲーi
炉草委擦 20歳以上の治

炉人爽会鶴で100Q:8穏意義
砂申し込み・問い合わせ印し込

.み用紙〈市民生活課iこ間態〉巴記入

のJニ 2月158c土・消EO湾鎚〉ま

でi二二千100平代田区怒ケ関 2 2 
-1公正取引委銭会事務局取引部

INsl線まま03(358り3371へ

崎容相談照薄汚袋センター9:30-11:30
w少王手のg

げ法律相談z市民相談窓9:∞から然濁10名程度

Jl8土

19:@ 

2((J) 

2~ 木;

釦一一加一
h
r

四

時

世

f

f

『法律栂2炎=1'忠良嬉談室9:∞かをう先毒事?錯稼綬
... つつじ蕊然豊富

w人権・行政穏銭口市民相談室10:号制5:∞

伊市役所鳥時!'J'(一部の施設は徐く〉

司令

241金

28火

29 水 l<r昨哨潟繍離凝鮎開慾蹄問湾澗融相搬談哨鱗賂駁耀摺悶室艶蹴蜘叩f位伽側α的附O∞削0何吋叶

3初G木[
0Jl ~ I...e;渓軸保問時口鶴翻

!春季卓球市民大会|
診器務 2月23思〈宕〉受句…午前

9持、試合鰐始…午間g時30分
TO-場所 培民体警警軍慰

TO-複邑 窃停戦〈チーム綴成は$

込み後、抽選で決定〉

シ参加賀 1人500丹
ル憎し込み‘燃し1合わせ八万キ

!こ住所、氏名、簡諮醤号、大会名、

針縫名そ領記し 2舟 78(金・1Ql¥
替3若宮で!こ腎山台 5-12大出

雲電車疑子霊堂(85)2988へ

|房総花巻寿司議欝会!
TO-8時 ?用計四〈金〉午蔀叩時

砂務所 天王台北近建議センター

炉定員先務24名〈移加無料〉

TO-持参エプロン、三角rp、筆記用

異

炉悲惨し込み・務い合わせ

活課まま〈缶)1111内線329

|シJlt?O-ド・サークj議議会l
TO-E3時 7用258(土〉午後 '11涛30
分から午後3鰐30分
ル場所 ffi畏会鍛第4・S会緩祭

炉演怒 「シルク口一ト之のひマンJ

砂誘拐 相馬隆氏く挺波大学教授〉

惨参加鑓 500P:l 
砂E担し込み・問い合わぜ寺鵠怨

(82)1200、民剖霊安(82)67鵠

笠間
同市

客
室
長
線
…
…
ぷ
砂
m

:護 12 底
課後J子を

炉臼時 2持 2芭〈白〉午後?持部

分〈入場熊料〉

炉主祭完寺 市践会臨大会議議

砂内容 r子どもはさき、f習が胞こっ

ているのかoJ

P務関鞍部潔氏〈全盛生活指導

研究協議会中央常佳祭箆〉

修理い合わせ 揺谷三慰霊宝(83)
2636 

ほ3
1市議ス芥三争被護l
炉問時 2;侍科目〈金)~178(月〉

出発符日午後 9開市役所玄関前

b滋所綴王温泉スキー場

P対象一般男交く大学生以上〉

炉定員免務40名
砂参1JO焚 2Jヲ6∞0P:l(ソフトイモ

態食等を除く〉

歩申し込み・鰐い合わせ ハズ了キ

に住所、民名、年齢、性別、室詮鑓怒

号を鴎詑し、我孫子1684毅喬愛員

会体喬諜宜主(85)1151へ

i-t"ロヂイ戸力大会i
砂臼時 2湾 2日〈日〉受付梼空会…

午欝8持部分

砂場所市民保脅態

炉翠回 一般男・女ヰ人制〈登録iぷ

7名まで〉

除参器幾 Tチ…ム1000丹
'除草殺し込み・問い合わせ ハ刀~

iこラド…山名、ナモ表著書の住所、氏名、

電話醤響、参加者全員の住摂、氏名

を明記し、 T舟27巴〈時‘必潜〉ぎ

でjこ我孫子怜84教湾委員会体湾課

(85)竹51へ
第一一

寂

TO-8持

11持

砂場所 市民会舘く入場無料〉 お

殺しみ二コーナー、飛び入り湾り。テ

ープの持参を

TO-罪遣い合わせ 立つ!2f1vのjωを獄

う会阿部公(88)8046

[昧隠拝り講習会i
b告緩・期日 〈参加無料〉

、d


